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	１. 教育目標
	両生類のモデル実験動物アフリカツメガエル、脊椎動物の起源を調べる上で重要な意味を持つ動物円口類、ほ乳類のモデル実験動物マウス、これらの胚発生の過程を調べることで、脊椎動物の発生様式全般を理解し、形態の進化の解明に迫る。また、胚内部の構造を観察するのに用いる種々の形態学的観察の手法や結果の分析方法は、修得した大学院生の将来にとって重要な手技となる。
	２．到達目標
	３．成績評価の方法と基準
	４．教科書・参考書
	５．準備学習
	授業前に随時、予習資料を渡すので、予め目を通しておくこと。予習には概ね１時間程度が必要。また、復習として、教科書の授業内容に該当する部分を読み、復習すること。復習には概ね1.5時間が必要。
	６．フィードバック方法
	当該年度修了時に提出する「研究計画書」、又は「研究進捗・指導状況報告書」によりフィードバックを実施する。



